
DOI:10.30391/ISJ.201912_48(4).0002

－33－

戦後台湾における明治維新をめぐる 

言説の編成

楊素霞

� （台湾・国立政治大学日本語学科教授）

【要約】

雑誌の文章と日本通史的書籍の分析を通じて、戦後台湾における

明治維新をめぐる言説の編成過程を解明するのが本稿の研究目的で

ある。戦前に中国大陸で行われていた、中国の国民国家形成を考察

する研究潮流が、戦後、台湾に移植されてきた。中国国民党政権に

よる中国化政策も加わり、明治維新論は日清両国の改革の比較や、

日中文化交流の分析に集中していった。さらに明治維新を対外的侵

略と直結させて理解するものも少なくなかった。

一方、1970 年代末以降の民主化・「台湾化」という状況の中で、

台湾を主体とする立憲民主主義の確立や国民国家の形成という現実

的課題に即して、明治維新の持っていた問題点を鏡として用いるよ

うな、日本研究を原点とする明治維新論も展開された。さらに、明

治維新を日本植民地期の台湾史の文脈で探究する研究も注目されて

いる。このように、戦後台湾における明治維新論は、中国化と民主

化・「台湾化」といった流れが複雑に交錯した結果だったのであ

る。

キーワード：明治維新、国民国家、中国化、民主化、「台湾化」
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一　はじめに

一般的に近代日本の起点に位置付けられる明治維新は、日本を近

代国家に転換させた、広汎な領域にわたる変革だとされる。その中

で、国民国家世界体制の中の対外的危機、立憲制の確立や資本主義

化など、多様な側面から明治維新の意味が論じられてきたが、明治

維新を日本の外から見た場合、自国と日本との関係やその政治的・

経済的・社会的状況が必ずしも一定ではないため、その状況に応じ

てその捉え方も自ずから異なってくる。第二次世界大戦の終結以

前、日本の植民地であった台湾においては、明治維新は、「国史」

（日本史）の枠組みで、台湾人の口でも語られていた 1。戦後には、

台湾の脱植民地化により、外国史としての日本史の枠組みの中で取

り扱われることになり、それは単行本、新聞・雑誌の文章や、ソー

シャルメディア上の評論など、様々な場で語られている。

しかし、明治維新に関する言説の編成過程を考察・分析した研究

は欠如している。戦後台湾における日本研究の現状を分析したもの

としては、一般向けの日本文化論に関するもの 2、そしてアカデミズ

ムの研究に関するもの 3 とに大別されるが、そのいずれにおいても

明治維新研究が特段フォーカスされることはなく、またマクロ的な

視点から明治維新論の編成過程が論じられることもない。

1	 楊素霞「1920 年代における植民地台湾の政治運動の再考―明治維新解釈の視点か

ら― 」『社会システム研究』第 25 号（2012 年 9 月）；林以衡「以『維新』為例論

陽明學在日治臺灣的傳播現象」『成大歷史學報』第 50 号（2016 年 6 月）。
2	 黄智慧「台湾における『日本文化論』に見られる対日観」『アジア・アフリカ言語

文化研究』第 71 号（2006 年）。
3	 詳しくは川島真「台湾の日本研究」『アジア遊学』第 48 号（2003 年）；徐興慶「台

灣的日本研究之發展及其問題點」『亜太研究論壇』第 26 期（2004 年 12 月）など

を参照されたい。
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戦後の台湾における明治維新論の構築に関する研究材料は様々で

あるが、ソーシャルメディアや新聞などは量が厖大であり、その内

容把握が極めて困難であるため、本稿では雑誌の文章と日本通史的

書籍を研究材料として限定することとする。雑誌の文章は論文が多

くを占め、その専門性も高く、そこから主題の種類や論点の変化を

抉り出すことができる。それとは対照的に、日本通史的書籍は、読

者層が広く、それゆえ大衆の認識形成にとって無視できない影響力

を持ち、またほぼすべての書籍が明治維新に言及しているため、そ

こから長いスパンでの論点の展開過程を追うことができる。かかる

観点に基づき、本稿では、雑誌の文章と日本通史的書籍を通じて、

戦後台湾において明治維新をめぐる言説が如何に編成されていった

のかを明らかにしたい。

ただし、雑誌の文章の場合は、主題に照らして題目に明治維新の

語が含まれるものに限定した。また雑誌の文章であれ、日本通史的

書籍であれ、いずれにおいても台湾で発刊されたものに限った。と

いうのも、歴史は、それを観察する歴史家の思想やその基盤となる

国家・政治・経済・社会のあり方との関係から問わなければならな

いからである。よって、研究材料は、出身地を問わず、台湾で執筆

活動を行う者の文章や書籍に限定し、また中国語に翻訳された著作

についても対象から除外することとした。

最後に、対象となる文章・書籍の刊行時期について述定し

ておく。台湾は、2002 年に正式に世界貿易機構（World Trade 

Organization）に加盟したが、それによって貿易の自由化が促進さ

れ、出版市場も国境を越えて展開されるようになった。その中で、

出版市場の利益至上主義とも相まって、近年刊行された明治維新関

連の書籍は、幕末維新の英雄や名所旧跡などを主題化した娯楽的傾

向が強いものや、日本語書籍を中国語訳したものが氾濫する状況と

$0972.indd   35 2019/11/25   下午 04:34:20



問題と研究� 第 48 巻 4 号

－36－

なっている 4。そのような観点から、本稿で検討する文献は、それ以

前の 1945 年から 2001 年までの時期に出版されたものに制限する

こととした。

二　日清両国の改革の比較

以下、本論では、表 1 に基づき、明治維新に関する言説の傾向と

特徴を、日清両国の改革の比較、日中文化交流、日本史研究との関

連、そして 1970 年代末以降の台湾の民主化・「台湾化」、という

四つの論点に分けて分析していきたい。

表 1　�戦後台湾で刊行された雑誌における、明治維新を題目に含む
文章の一覧

著者＊ 題目 雑誌名 巻・号数 刊行年月

1.張安世 戊戍變法與明治維新 新中國評論 14,5 1958.5

2.李恩涵
清季同光自強運動與日本明治維

新運動的比較
思與言 5,1 1967.5

3.張其昀 從人文地理看明治維新 東西文化 10 1968.4

4.余仲剛 中日文化交流與明治維新 東西文化 13 1968.7

5.宋晞 日本明治維新以來的漢學研究 東西文化 14 1968.8

6.劉令輿 明治維新百年小掌故數則 中國勞工 435 1968.12

7.鄭學稼 明治維新的歷史意義 東方雜誌 2,11 1969.5

8.汪榮祖 明治維新史學論略 大陸雜誌 38,12 1969.6

4	 陳嫺若譯、岸祐二著『開始讀幕末・維新的第一本書』（台北：如果出版社、2010
年）；劉蕙瑜譯、大石學著『説到底，幕末是什麼？維新呢？』（台北：瑞昇文化、

2011 年）；劉格安譯、藤田英昭著『幕末・維新群雄圖解百科』（台北：楓葉社文

化、2013 年）；牛奶杰『明治維新 150 年散策』（台北：出色文化、2018 年）など

がある。
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9.林一介
明治維新與伊藤憲法（梁任公先

生百年誕辰紀念專輯）
再生 18 1973.1

10.洪貴真
以現代化的過程比較明治維新與

戉戌變法之成敗 
社會導進 2,5 1973.6

11.李鴻禧

淺談異質社會之立憲政治移植與

成長：

借鑑東方日本之明治維新史例 

憲政思潮 41 1978.3

12.戴瑞坤 陽明學與明治維新 木鐸 8 1979.12

13.柳嶽生
王學是明治維新的源動力：請今

日反理學者面對現實
天然 1,10 1980.10

14.柳嶽生 論明治維新的真面目 天然 1,11 1980.11

15.宋越倫 德川幕府與明治維新 華學月刊 114 1981.6

16.賀允宜
日本明治維新時政府的工業政

策：國營企業 

國立政治

大學學報
44 1981.12

17.陳清敏
清季同光自強運動與日本明治維

新之比較
史化 12 1982

18.江瑞津 明治維新と戊戌の砈法について 
日本語日本

文學
9 1982.12

19.呂鳳愛 明治維新時期的教育思想家 日本研究 226 1983.1

20.黃淵源
日本明治維新時代從海外引進先

進技術之探討

產業金融

季刊
47 1985.6

21.薛克旋
儒家思想と明治維新：水戸学を

中心にして
文史學報 16 1986.3

22.陳炎鋒 明治維新以降的浮世繪餘暉 藝術家 27,4 1988.9

23.呉盈儀 日本明治維新期的自由民權運動 日本學報 11 1991.5

24.周昌葉
日本近代政治的出發點：明治維

新
日本學報 11 1991.5

25.邊緯文
日本西化的管道：中譯西書與明

治維新
中外雜誌 50,6 1991.12

26.楊永良 明治維新所揚起的「文化革命」 律師通訊 179 1994.8
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27.李永熾

在對抗中鋪建新政治架構：

使日本由封建邁向近代國家體制

的「明治維新」

律師通訊 179 1994.8

28.金淑芬
自強運動與明治維新之比較：國

三複習課之備課

清華歷史

教學
4 1995.2

29.王泰升 日本明治維新的法律近代西方化
國立臺灣大

學法學論叢
25,1 1996.1

30.張郁琦 明治村一磚一瓦見證明治維新 日本文摘 12,2 1997.3

31.劉正國 中國文化對日本明治維新之影響
文大日研

學報
2 1997.12

32.林明德
戊戌變法與明治維新的比較（戊

戌變法 100 週年專輯）
歷史月刊 125 1998.6

33.陳東瀛
黑船叩關的日本金融維新：日本

金融市場現況

臺灣經濟研

究月刊
21,9 1998.9

（出典）國家圖書館期刊文獻資訊網、http://readopac.ncl.edu.tw/nclJournal/。
（注）�＊：便宜的に各文章に通し番号を附した（著者名左記）。また、本論の中で各文章に言

及する際は、簡便性を考慮して番号のみを表記し、注などは割愛することとした。

表 1 に示されるように、早くも 1950 年代後期には、日清両国の

改革に関する比較研究が行われている。またこのような比較研究は

計 8 本あり（1、2、9、10、17、18、28、32）、その半分は 1970

年代前期以前の時期に集中している（1、2、9、10）。

1 が明治維新との比較対象としたのは、明治維新を模範とした

政治改革運動の戊戌変法（1898 年 6～9 月）である。次いで、2

が対象としたのは、明治維新とほぼ同時期に推進された自強運動

（1861～95 年）である。また 9 は後述する梁啓超の生誕百周年を

目前とした時期に書かれた論文である。

この三篇の論文は共に、戦前に中国大陸で盛んであった「新史

学」の影響下、ないしその延長線上にあるものと想定される。19

世紀中期以降、日清両国は、欧米列強との接触過程において否応な
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く国民国家世界体制に編入されることとなったが、明治維新と自強

運動はそれぞれの対応策として位置付けられている。両改革は日清

戦争の結果においてその成否を分けたとされるが、これに対して、

康有為は、梁啓超など一千人余りの挙人と連名で変法の推進などを

光緒帝に上書した。その後、実際に実施された戊戌変法が展開され

失敗に終わったものの、その一連の過程を通じて中国ナショナリズ

ムが芽生え 5、国民国家の樹立が強く叫ばれるようになった。また、

梁啓超などは、（中国歴代王朝が国家統治を正統化するために統治

の軌跡を正史として記録していた）「旧」史学を克服すべく、ヨー

ロッパ近代史学の影響を受けた「新史学」を提唱し、史料に基づき

歴史の意味を追究すると共に、歴史的・国家的・社会的進歩の経過

とその法則を解明することを重んじた。このように「新史学」は、

中国の国民国家形成の問題に重点を置いたものであり、戦前の中国

人の歴史認識形成に対しても大きな影響を与え得るものであった 6。

さらに、終戦直後、中国国民党（以下、国民党と略称）政府とも

言うべき国民政府（1927～48 年）が台湾の接収に着手し、それ以

後、台湾の脱植民地化は国民党の主導下で進められることとなった

が、1948 年、中華民国憲法（1947 年公布・施行）に基づき、蒋介

石が国民政府から改組された中華民国の総統に選出された。だが、

翌年、中華民国政府は中国共産党との内戦に敗れ台湾に移転すると

共に、中国の内戦が未終結であることを理由に台湾全島に戒厳令を

敷き、蒋介石・蒋経国親子二代を中心とした国民党の一党独裁体制

5	 区建英「中国のナショナリズム形成―日清戦争後の移り変わりと辛亥革命」『新潟

国際情報大学情報文化学部紀要』第 12 号（2009 年 3 月）、75～80 ページ。
6	 王晴佳『臺灣史學五十年　1950-2000：傳承、方法、趨向』（台北：麥田出版社、

2002 年）、頁 3～10。
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を確立した。その際に、国民党政権は、中国を代表する正統政権と

自称し、中国ナショナリズムの発揚や反共中国人の育成を主軸とし

た中国化政策のために、「国語」（標準中国語）や中国文化の宣揚

を強力に推進した 7。そのため、中国史観は戦後台湾においても主流

を形成し、戦後に大陸から来台した外省人第一世代には、中国人と

してのアイデンティティを持つ者が少なくなかった。

論文 1 の掲載誌である『新中国評論』は、1950 年、愛国・民 

主・反共を党是とした中国青年党（1923 年結成）の中の、国民党

と癒着関係を持つ一派が台湾で創刊したものである 8。一方、9の掲

載誌の『再生』は、もともと 1932 年に中国国家社会党によって北

京で創刊された雑誌だったが、戦時中の廃刊期を経て 1971 年に台

湾において発行元を変えて復刊されたものである。その発行元は、

中国国家社会党と中国民主憲政党の合併（1946 年）によって誕生

した中国民主社会党だったが、同党は、民主社会主義の実現を党是

にし、国民党の一党専制には反対したものの、共産主義とも一線を

画していた 9。中国青年党と中国民主社会党の両党は共に、中華民国

憲法の制憲国民大会（1946 年 11～12 月）への参加などを通して、

国民党の独裁体制下においても解散されぬままであった 10。したが

って、この二誌は基本的に国民党政権の中国化政策と背反するもの

ではなく、そこに掲載された 1 と 9 は、「新史学」に由来する中国

の国民国家形成という視点を援用したものであったと見られる。

7	 若林正丈『台湾の政治―中華民国台湾化の戦後史』（東京大学出版会、2008
年）、78～80 ページ。

8	 陳正茂『臺灣早期政黨史略（一九〇〇―一九六〇）』（台北：秀威資訊科技、

2009 年）、頁 189～195。
9	 同上、頁 239～243。
10	 同上、頁 192～211、243～256。
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それとは対照的に、2 の掲載誌である『思與言』は、アメリカ留

学経験を持つ外省人第一世代の研究者によって 1963 年に創刊され

たものである。彼らは、戦後台湾の歴史学界において史料の蒐集・

考証を強調する傾向が強いという現状 11に対する不満から、1950年

代以降に欧米で盛んになった社会科学と歴史研究の連係を重視し、

掲載論文は実証的研究が多い 12。その中で、当誌に掲載された論文 2

だったが、依然として日清両国の改革を比較するという手法を取っ

ていたのである。

1970 年代以降、高等教育の充実や就学率の上昇などに伴い、表

1 のように、官営企業、自由民権運動や文明開化など、多様な視点

やジャンルからなる明治維新に関する個別実証的研究が輩出され、

研究の深みや幅が広がったが、その中でもやはり、日清両国の改革

成否論が、表 1の 10、17、18、28、32のように再生産されている。

その中で、10 と 28 が従来とは異なる研究方法を用いていること

が注目される。28 は、日清両国の改革の成否を如何に柔軟に中学

の歴史課程の中に組み込むことができるのかという問題を探究し

た歴史教育方法論である。10 の方は、依然として日清両国の改革

を比較研究するものだが、その中では、E.O. ライシャワー（Edwin 

Oldfather Reischauer）などの研究者の近代化論を取り入れている

ことが注目される。それは 1950 年代後半に始まったアメリカの近

代化論の影響を受けたものであると考えられるが、近代化論とは、

そもそも冷戦下におけるソ連の開発途上国に対する影響力を最小化

し、世界各地に親米国家を樹立していくというアメリカの世界戦略

に対応したものであった。1960 年に日米両国の日本研究者が箱根

11	 王晴佳『臺灣史學五十年　1950-2000：傳承、方法、趨向』、頁 17～30。
12	 同上、頁 46、48～53。

$0972.indd   41 2019/11/25   下午 04:34:21



問題と研究� 第 48 巻 4 号

－42－

で開催した国際シンポジウムにおいて、工業化・都市化や社会的流

動性などを近代の指標として、近代日本が非西洋社会の近代化の成

功例とされたことを契機に、日本でも流行するようになった 13。そ

の上で、1970 年代前期まで日本の高度経済成長がアジア諸地域で

高く評価され、近代化論的な見方を採用する潮流がアジア諸地域へ

も及んだ 14。1969 年に発行された論文 8 が、その末尾で示唆してい

たのは、明治維新の日本の近代化への貢献について検証するには、

近代化研究としての比較研究が、活用されるべき価値のある枠組み

になることであった。1973 年刊行の 10 はその示唆を具体化した実

証的研究の一例だったのである。

三　日中文化交流

明治維新百周年記念に当たる 1968 年には、前述の論文 2 と 8 の

他にも、3～7 のような文章が集中的に公刊された。その中で、『東

西文化』に掲載された 3～5 の大半が日中文化交流という主題に 

偏重したものだったことに注目される（4、5）。それは当誌の創刊

者・張其昀の思想と経歴に大きく関わっている。

張其昀は、戦前には既に中国大陸で儒教や中国文化の宣揚に取

り組み 15、1950 年に国民党内の要人として中国新聞出版会社や中華

文化出版事業委員会を創立するなど、財政的苦境に陥っていた当時

の台湾の出版業界で活躍した 16。1950 年代中期以後、教育部長に任

13	 永原慶二『20 世紀日本の歴史学』（吉川弘文館、2005 年）、199～200 ページ。
14	 同上、200 ページ。
15	 劉廣英『俯仰：中華民國政略家張其昀』（台北：中國文化大學華岡出版部、2016

年）、頁 59～61。
16	 李仕德「提倡出版事業以謀中華文化復興的張其昀」『國史研究通訊』第 10 期（2016

年 6 月）、頁 194～196。
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命され、また国防研究院の主任として将来政府要職に就き得るよう

な国民党幹部の育成にも専念した 17。さらに、1966 年、蒋介石は、

毛沢東主導下の文化大革命（1966～76 年）に対抗するために、孫

文が考案した三民主義を公式イデオロギーに掲げ、自らが正統な中

華文化の継承者であることを示すため、中華文化復興運動を推進

した 18。当運動は戦後の国民党政権による中国化政策の集大成だと

言える。その状況下において張其昀は、既に 1962 年に中国文化研

究所（1963 年に中国文化学院に改名）を設立していたが、さらに

1967 年には同運動推行委員会初代常務委員に就任し、また民間研

究機関の中華学術院の創設 19、『東西文化』の創刊などを成し遂げて

いった 20。その中で当誌は、翌年、明治維新百周年記念を契機とし

て、人文地理学の視点を用いた張自身の論考 3 の他、日中文化交流

に重点を置いた 4 と 5 を掲載したのである。

4 において、余仲剛は、明治維新百周年記念活動の実態を分析す

るという目的で、日本へ派遣された際に、日本は、科学化や民主化

が進んでいる反面、高度経済成長により物質的な豊かさを追求する

風潮が強まっているとし、そのような日本にとっては中国の倫理

が不可欠となってくると述べている。彼が誰に派遣されたかが不

明であるが、1950 年代、張其昀の教育部部長在任中、同部の世界

名著訳述委員会の委員を務め 21、また 1960 年代前期に中日文化経済

17	 劉廣英『俯仰：中華民國政略家張其昀』、頁 387～406、411～412。
18	 菅野敦志『台湾の国家と文化―「脱日本化」・「中国化」・「本土化」』（勁草

書房、2011 年）、226～230 ページ。
19	 劉廣英『俯仰：中華民國政略家張其昀』、頁 427～429、455。
20	 李仕德「提倡出版事業以謀中華文化復興的張其昀」、頁 196。
21	 『中華民國工商人物志』中央研究院近代史研究所近現代人物資訊整合系統、http://

mhdb.mh.sinica.edu.tw/mhpeople/index.php。
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協会の副幹事長であった 22。当会は民間組織であるが、結成や幹部

構成、財源などの面において国民党政権と深い関係を持ち、張もま

た一時的にその文化委員会の主任委員を務めていた 23。さらに、4で

言及されている倫理・民主・科学という三者は、中華文化復興運動

における三民主義の三本柱、つまり中華文化の基礎として掲げられ

た 24。これらのことから、余は、張などの国民党政権関係者との何

らかの関係で日本へ派遣され、当運動の理念を日中交流活動にも用

いようとしたのであると考えられる。

5 の著者である宋晞は、戦前に張其昀が浙江大学史地学科長を務

めた際に当学科を卒業した人物であり、それ以来、張と交流を続け

ていた。彼が 1950、60 年代に教育部や国防研究院の諸職を歴任し

たことや、中国文化学院史学科長を指名されたことなど、いずれも

張との関係を抜きにして論じることができない 25。これらの経歴と

関連して、宋は、5 において、「中国文化圏」の中で ｢ 中華学術 ｣

の研究が最も豊富な業績を残している日本の、明治期以降における

中国の歴史や哲学といった人文研究状況を概括している。このよう

に、5 は、4 と同じく、張其昀の周辺関係者という立場からまとめ

れた論考であり、中華文化復興運動の趣旨に応じる形で、日中文化

交流に焦点を当てた明治維新論だったのである。

前述の、1970 年代以降の明治維新に関する諸研究の中で、日中

文化交流、特に儒教が明治維新に如何に貢献をしたのかを探究し

22	 洪紹洋「戰後臺日交流下的中日文化經濟協會（1952-1972）」『中央大學人文學報』

第 63 期（2017 年 4 月）、頁 85、106～107。
23	 同上、頁 90～100。
24	 菅野敦志『台湾の国家と文化―「脱日本化」・「中国化」・「本土化」』、230

ページ。
25	 王吉林「宋史權威學者宋旭軒教授」『漢學研究通訊』第26巻第2号（2007年5月）。
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た研究が注目される（12、13、14、21、31）。12 と 31 は中国文

化大学（1980 年に中国文化学院から改名）の雑誌に掲載されたも

ので 26、中国文化研究所以来受け継がれてきた中国文化重視という

学風を受けた産物であると言える。それに対して、13 と 14 は、中

華文化復興を主旨に掲げる『天然』誌上の文章であり、儒教を明

治維新の思想的な原動力と位置付けることで共通している。儒教

は、そもそも鄭氏政権時期（1662～83 年）に中国大陸から台湾に

移植されて以来、日本植民地期を経て台湾社会にも根付きつつあっ

たが 27、戦後に中華文化復興運動が展開される中で、国家への忠誠

心・愛国心を育成するための有力なイデオロギーとして、学校教育

とテレビを中心とするマスメディアを通じて台湾社会の隅々に浸透

してきた。そこに、儒教を対象とした民間の信仰や学術研究も加わ

り、台湾社会の文化価値として定着するようになったのである 28。

つまり、上記の儒教に関する諸研究のいずれが時代的産物だったの

である。

四　日本史研究との関連

次いで、新たな潮流として、日清両国の改革の比較や日中文化交

流を基調とした前述の文章とは異なる視点の明治維新論が、表 1 の

27 において展開されている。それは、著者である李永熾が日本史

26	 12 と 31 の発行元はそれぞれ中国文化大学の中国文学科中国文学研究所と日本研

究所である。
27	 詳しくは陳昭瑛「儒學在臺灣的移植與發展：從明鄭至日據時代」李明輝編『儒家

思想在現代東亞：總論篇』（台北：中央研究院中國文哲研究所籌備處、1998 年）

を参照されたい。
28	 菅野敦志『台湾の国家と文化―「脱日本化」・「中国化」・「本土化」』、286～

289 ページ；黃俊傑「戰後臺灣的儒家思想：存在形式、内涵與功能」李明輝編『儒

家思想在現代東亞：總論篇』。
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研究関連の諸著作を著す際に取る研究姿勢から窺える。以下にそれ

を考察するに先立って、まずは表 2 に沿う形で台湾の日本通史的書

籍における明治維新論についても分析を加えておく。

1　中国史観に基づいた日本通史的叙述

表 2 のように、日本通史的書籍の 8 名の著者の間で共通している

のは、明治維新の開始時期を、武家政治から君主政体への政治体制

的回帰を果たした王政復古（1867 年）の時点と見ている点である。

そして、その終了時期については、大日本帝国憲法の公布（1889

年）と見る陶振誉・林明徳以外は、廃藩置県（1871 年）或いは西

南戦争（1877 年）の時点と捉えるのがほとんどである。つまり、

彼らの大半が、明治維新を、王政復古による近代天皇制国家への政

治体制の転換に始まり、廃藩置県や西南戦争による中央集権国家の

樹立・近代国家統一の実現に終わるものと見ているのである。

また、彼らは、明治維新後に近代日本がすぐさま対外的侵略に

着手したという語りを用いながらも、それがいつ始まったのかにつ

いては、維新の終了時期をどこに見るのかに応じて異なる認識を示

している。廃藩置県説・西南戦争説では、台湾出兵（1874 年）、

琉球処分（1879 年）、江華島事件（1875 年）や日朝修好条規の調

印（1876 年）などがその開始時期とされている。これらでは、日

本の対外的侵略性が早くも明治前期には現れていたと強調されてい

るのだが、それに対して、大日本帝国憲法説では、日本が対外的侵

略を始めたのは日清戦争だと見ており、前述の日清戦争までの諸外

交問題を、単なる明治前期の外交関係という文脈でしか捉えていな

い 29。

29	 陶振譽『日本史綱』、頁 176～179；林明德『日本史』、頁 242～249。
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表
2　
戦
後
台
湾
に
お
け
る
明
治
維
新
へ
の
言
及
の
あ
る
日
本
通
史
的
書
籍

著
作

経
歴
＊

1
書
名

出
版
地
：

出
版
社

出
版 年

明
治
維
新
の
開
始
と
終

了
時
期
＊

2
対
外
的
侵
略
の
開
始
＊

2

余 又
蓀

外
省

人
第

一
世

代
。

北
京

大
学

、
東

京

帝
国

大
学

で
西

洋
哲

学
史

を
専

攻
し

た

(
19

27
～

31
、

34
～

37
年

)
。

戦
前

は

四
川

大
学

や
重

慶
大

学
の

教
授

、
戦

後

は
国

立
台

湾
大

学
歴

史
学

科
の

教
授

を

務
め

た
。

著
作

は
中

国
史

や
日

中
関

係

史
が
多
い
。

日
本
史

(
計
三
冊

)

(
現

代
國

民

基
礎

知
識

叢

書
第
四
輯

)

台
北
：

中
華

文
化

出
版

事
業

委
員
會

19
56

開
始

：
王

政
復

古

(
〔

三
〕

の
「

第
二

六

章
　
江
戸
幕
府
之
滅
亡

(
王
政
復
古

)」
)。

終
了

：
廃

藩
置

県
に

よ

る
「

王
政

維
新

」
の

完

成
(〔

三
〕
、
頁

54
6 )
。

明
治

維
新

後
、

日
本

は
帝

国
主

義
の

道
に

歩
み

、
琉

球
処

分
に

次
い

で
大

陸
に

進
出

す
る

こ
と

に
な

っ
た

(〔
三
〕
、
頁

55
7 )
。

包 滄
瀾

外
省

人
第

一
世

代
。

少
将

。
戦

後
、

旧

日
本

軍
将

校
を

中
心

と
し

た
軍

事
顧

問

団
(
白
団

)
が
台
北
・
石
牌
の
実
践
学

社
で

高
級

幕
僚

教
育

を
行

な
っ

て
い

た

が
、

蒋
介

石
の

要
請

に
よ

り
そ

こ
で

通

訳
官
を
務
め
た
。

日
本

近
百

年

史 (
上
下
二

巻
)

台
北
：

包
滄
瀾

(
台

北
：

藝
文

印

書
館

、

19
66
)

19
58

開
始

：
王

政
復

古
(
上

巻
、
頁

15
7 )
。

終
了

：
廃

藩
置

県
に

よ

る
中

央
集

権
の

完
成

(
上
巻
、
頁

16
8 )
。

日
本

は
台

湾
出

兵
に

よ
り

対
外

的
発

展
を

試
み

た

(
上
巻
、
頁

24
0 )
。

江
華

島
事

件
に

始
ま

っ
た

韓
国

問
題

が
日

本
の

大
陸

侵
略

政
策

の
試

金
石

で
あ

っ
た

(
上

巻
、

頁
29

9 ～
30

0 ）
。
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陶 振
譽

外
省

人
第

一
世

代
。

中
央

研
究

院
近

代

史
研

究
所

を
創

立
、

同
所

に
勤

務
し

た
。
中
国
史
専
攻
。

日
本
史
綱

台
北
：

國
防

研
究

院
＆

中
國

文
化

研
究

所

19
64

開
始

：
王

政
復

古
(
頁

17
1 )
。

終
了

：
大

日
本

帝
国

憲

法
の

公
布

に
よ

る
「

立

憲
国

家
」

化
と

「
政

治

的
近

代
化

」
の

完
成

(
頁

17
1 )
。

大
日

本
帝

国
憲

法
公

布

後
、

日
本

は
ア

ジ
ア

大
陸

に
進

出
し

、
日

清
戦

争
を

起
こ

す
に

至
っ

た
(
頁

19
7 )
。

陳 水
逢

戦
前

生
ま

れ
の

本
省

人
。

国
立

政
治

大

学
政

治
研

究
所

修
士

・
博

士
課

程
修

了

(
19

58
～

64
年

)
。

中
国

文
化

学
院

日

本
研

究
所

研
究

員
(

19
65

年
～

)
、

当

学
院

東
方

語
文

学
科

長
兼

日
本

研
究

所

所
長

・
副

所
長

(
19

68
～

73
年

)
。

日

本
政
治
専
攻
。

日
本
近
代
史

台
北
：

中
華

學
術

院
日

本
研

究
所

(
台

北
：

台
灣

商
務

印
書

館
、

19
88
)

19
68

終
了

：
廃

藩
置

県
に

よ

る
中

央
集

権
の

形
成

と

「
王

政
維

新
」

の
実

現

(
頁

49
、

51
)。

台
湾

出
兵

、
琉

球
処

分
や

江
華

島
事

件
は

日
本

帝
国

主
義

の
前

哨
戦

で
、

日
清

戦
争

は
日

本
帝

国
主

義
と

中
国

侵
略

の
序

幕
で

あ
っ

た
(
頁

15
8 、

16
3 )
。

徐 先
堯

戦
前

生
ま

れ
の

本
省

人
。

東
北

帝
国

大

学
史

学
科

出
身

、
西

洋
史

専
攻

。
国

立

台
湾

大
学

歴
史

学
科

の
助

教
(

19
47

～

60
年

)
・

講
師

(
19

60
年

～
)
。

著
作

は
隋

・
唐

朝
の

日
中

関
係

史
を

主
と

す

る
。

日
本

近
代

史

綱

台
北
：

台
灣

商
務

印
書
館

19
69

開
始

：
王

政
復

古
(
頁

47
)。

終
了

：
廃

藩
置

県
に

よ

る
中

央
集

権
の

実
現

(
頁

56
)
。

西
南

戦
争

に
よ

る
絶

対
主

義
国

家

の
形
成

(
頁

72
～

73
)。

日
本

の
大

陸
侵

略
は

日
朝

修
好

条
規

か
ら

始
ま

り
、

日
清

戦
争

へ
と

つ
な

が
る

(
頁

98
)。
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鄭 學
稼

外
省
人
第
一
世
代
。

19
29

年
に
中
国
の

中
央
大
学
を
卒
業
し
、

19
33

年
よ
り
日

本
で
研
究
活
動
に
従
事
し
た
。

19
35

年

以
降

復
旦

大
学

や
暨

南
大

学
の

教
授

、

戦
後

に
国

立
台

湾
大

学
や

政
治

工
作

幹

部
学
校

(
後
の
国
立
政
治
大
学

)
の
教

授
を

務
め

た
。

著
作

は
共

産
主

義
研

究

を
主
と
す
る
。

日
本
史

(
計
五
冊

)

台
北
：

黎
明

文
化

事
業

股
份

有
限
公
司

19
77

開
始

：
王

政
復

古

(〔
四
〕
、
頁

1 )
。

終
了

：
西

南
戦

争
に

よ

る
国

家
統

一
の

成
功

(〔
四
〕
、
頁

12
3 )
。

西
南

戦
争

後
、

明
治

維
新

が
一

段
落

す
る

と
、

日
本

は
、

江
華

島
事

件
よ

り
日

朝
関

係
に

重
点

を
置

く
よ

う
に

な
り

、
北

進
を

開
始

し
た

(〔
四
〕
、
頁

13
0 、

36
5 )
。

林 明
德

戦
前

生
ま

れ
の

本
省

人
。

戦
後

に
国

立

台
湾

師
範

大
学

歴
史

地
理

学
科

、
東

京

大
学

修
士

・
博

士
課

程
修

了
。

国
立

台

湾
師

範
大

学
歴

史
学

科
教

授
、

中
央

研

究
院

近
代

史
研

究
所

研
究

員
。

著
作

は

中
国
史
や
日
中
関
係
史
が
多
い
。

日
本
史

台
北
：

三
民
書
局

19
86

開
始

：
王

政
復

古
(
頁

23
1 )
。

終
了

：
西

南
戦

争
に

よ

る
近

代
国

家
建

設
の

基

礎
の
確
立

(
頁

23
1 )
。

廃
藩

置
県

に
よ

る
中

央

統
一

政
権

の
実

現
(
頁

23
4 )

。
大

日
本

帝
国

憲

法
や

国
会

開
設

に
よ

る
立

憲
国

家
の

成
立

と

「
政

治
的

近
代

化
」

の

完
成

(
頁

26
5 )
。

立
憲

国
家

の
成

立
後

に
日

本
は

大
陸

政
策

を
推

進

し
、

そ
の

結
果

、
日

清

戦
争

を
起

こ
し

た
(
頁

26
5 )
。
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鄭 樑
生

戦
前

生
ま

れ
の

本
省

人
。

戦
後

に
国

立

台
湾

師
範

大
学

卒
業

、
筑

波
大

学
で

博

士
課

程
修

了
。

研
究

分
野

は
明

朝
史

、

日
本

史
、

日
中

韓
関

係
史

で
あ

る
。

淡

江
大
学
歴
史
学
科
教
授
。

日
本
通
史

台
北
：

明
文
書
局

19
93

開
始

：
王

政
復

古
に

よ

る
天

皇
主

導
下

の
近

代

国
家
建
設

(
頁

41
9 )
。

終
了

：
廃

藩
置

県
に

よ

る
「

近
代

国
家

形
式

の

政
治

形
態

」
の

形
成

(
頁

42
1 )
。

日
・

清
・

朝
の

関
係

を
重

視
し

、
江

華
島

事
件

か
ら

語
っ
て
い
る

(
頁

44
5 )
。

（
注

）
�＊

1 ：
著

者
の

経
歴

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
文

献
を

参
照

の
上

、
作

成
し

た
。

國
立

臺
灣

大
學

歷
史

學
系

編
『

余
故

教
授

又
生

紀
念

集
』

（
台

北
：

國
立

臺
灣

大
學

歷
史

學
系

、
19

66
 
年

）
、

頁
7 、

69
 ；

黃
克

武
等

訪
問

・
周

維
朋

等
記

錄
『

蔣
中

正
總

統
侍

從
人

員
訪

問
紀

錄
』

上
篇

（
台

北
：

中
央

研
究

院
近

代
史

研
究

所
、

20
12

年
）

、
頁

55
6 ～

55
7 ；

李
東

華
『

光
復

初
期

臺
大

校
史

研
究

（
19

45
-

19
50

）
』

（
台

北
：

國
立

臺
灣

大
學

出
版

中
心

、
20

14
年

）
、

頁
17

6 ；
陳

水
逢

先

生
紀

念
集

編
輯

委
員

會
編

『
陳

水
逢

先
生

紀
念

集
』

（
台

北
：

中
華

民
國

日
本

研
究

學
會

、
19

97
年

）
、

頁
26

1 ～
26

3 、
27

0 ～
27

1 ；
『

現
代

中
國

人
名

辭
典

』

中
央

研
究

院
近

代
史

研
究

所
近

現
代

人
物

資
訊

整
合

系
統

、
ht

tp
:
/
/

m
hd

b .
m

h .
si

ni
ca
.

ed
u .

tw
/

m
hp

eo
pl

e /
in

de
x .

ph
p ；

林
明

德
「

我
的

學
思

歷
程

」
現

代
學

術
專

刊
編

輯
委

員
會

編
『

我
的

學
思

歷
程

』
（

台
北

：
財

團
法

人
吳

三
連

台
灣

史
料

基
金

會
、

20
13

年
）

。

　
　

　
＊

2 ：
事

項
の

各
内

容
は

表
中

掲
出

の
各

書
籍

を
参

考
の

上
、

筆
者

自
身

が
整

理
し

た
。

な
お

、
（

）
内

の
頁

数
は

各
書

籍
か

ら
の

引
用

で
あ

る
。
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表 2 の 8 名が日本の明治維新研究の枠組みを念頭に置いている

のは確かである。戦前の官製の王政復古史観は、王政復古の歴史的

意義を確定することを意図したものであり、明治維新の特徴を王政

復古と中央集権化に据えて廃藩置県を維新の結末と見ている 30。こ

れらの 8 名の論者の多くも、王政復古史観から少なからず影響を受

けたものと見られる。一方で、1920 年代末以降、マルクス主義史

学の中の講座派・労農派の間で日本の資本主義や明治維新の性格を

めぐって激論が交わされていたが、戦後から 1960 年代までは講座

派が日本の戦後歴史学の主流を占めていた。講座派は、明治維新が

封建制から資本主義への過渡期としての絶対主義の成立だったと理

解しており、それにより絶対主義という用語は隆盛を見せるに至っ

た 31。上記 8名の中では、明治維新の最大の歴史的意義を日本の「絶

対主義国家」の樹立と見る徐先堯 32 が、その最も顕著な例である。

しかし、徐は同時に、多くの日本の近代史研究者がマルクス主

義の「理論や実践要綱を歴史学に適用したにすぎない」と批判し

ており 33、戦前の一時期に中国共産党に加入していた鄭学稼も、離

党後、反マルクス主義の角度から、表 1 の 7 及び表 2 の『日本史

（四）』の中で講座派や労農派への非難を展開している。林明徳

も、王政復古史観や講座派・労農派の理論などを客観的に分析しな

30	 三谷博「維新政治史の研究―文部省『維新史』まで― 」明治維新史学会編『明

治維新史研究の諸潮流（講座 　明治維新 12）』（有志舎、2018 年）、17～18、
21、30 ページ。

31	 佐々木寛司「明治維新論争とマルクス主義史学」（明治維新史学会編『明治維新

史研究の諸潮流（講座　明治維新 12）』）。
32	 徐先堯『日本近代史綱』、頁 47～48、50。
33	 同上、「自序」の頁 3。
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がらも 34、マルクス主義史学には賛同し難い旨を表明しており 35、こ

れら 3 名は共に、マルクス主義史学を考慮に入れつつも、それと一

線を画す姿勢も見せているのである。

それは台湾当地の言説空間の特殊性とも密接に関わっている。戦

後、国民党政権の反共政策によってマルクス主義史学を展開する余

地は全くなかったが、1950、60 年代、教育や出版に関する資源が

限られる中で、表 2 の余又蓀の『日本史』は、中華文化出版事業委

員会が張其昀の主導下で発刊した『現代國民基礎知識叢書』36 の中

の一冊であった。陶振誉の『日本史綱』と陳水逢の『日本近代史』

も、張との関係から、国防研究院と中国文化研究所（前者）、及び

中華学術院日本研究所（後者）といった国民党に付属、または縁故

関係を持つ組織から出版されたものであった。国民党政権による中

国化政策も加わって、表 2 の 8 名は、国民党との関係に幾らかの温

度差はあったにせよ、戦前に中国大陸で個人的な戦争体験を持って

いたこと（余又蓀・包滄瀾・陶振誉・鄭学稼）、中国史・日中関係

史の研究に携わりつつ（余又蓀・陶振誉・徐先堯・鄭学稼・林明 

徳・鄭樑生）、中国史観に依拠していたことでは共通していた。

このように、戦後、台湾の日本通史的書籍における明治維新論

は、表 1 の諸文章から見た所論と同じく、中国史観に大きく規定さ

れている。表 2 の 8 名は共に、中国政治史によく見られる易姓革命

の観点から、明治維新を封建政権から君主政体への政治的転換と見

なしており、またその多くは明治維新を「王政」の「復古」による

中央集権化が、廃藩置県や西南戦争において完遂されたものと見て

34	 林明德『日本史』、頁 234～235。
35	 林明德「我的學思歷程」、頁 164。
36	 李仕德「提倡出版事業以謀中華文化復興的張其昀」、頁 195。
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いる。このような捉え方は、王政復古史観と重なるものであり、彼

らの明治維新論には基本的に王政復古史観からの強い影響が見られ

る。さらに、彼らは、特に日中戦争期（1937～45 年）に国民政府

が抗日を国是としたことから、明治維新を対外的侵略に直結させて

理解するところが多く、そのため、近代国民国家において不可欠と

される国境の確立の過程や、明治前期における東アジアの外交問題

が、清国を中心とした朝貢体制から国民国家世界体制への転換によ

って生じたこと 37 などを十分に考慮できていない。

2　日本史の主体性、 そして 「近代国民」 の形成を重視する姿勢 

それとは対照的に、表 1・27 の著者である李永熾は、国立台湾

大学歴史学科修士課程在学中（1963～66 年）に、日本が近代化に

成功したことへの興味から、中国史を専攻する大半の院生とは異な

り、日本近代史の研究を志すに至った 38。同課程修了以降、数多く

の日本史関連の著作を世に出している 39。その中で、彼は、日中両

国の「同文同種」という要素が日本の歴史的展開に対する認識を妨

げかねないとして、あえて日本の発展様式とその文化的特徴そのも

37	 加藤陽子『戦争の日本近現代史』（講談社、2002 年）、65～79 ページ；麓慎一・

川畑恵「国境の画定」明治維新史学会編『近代国家の形成（講座　明治維新 4）』

（有志舎、2012 年）。
38	 李永熾口述・李衣雲著『邊緣的自由人：一個歷史學者的抉擇』（台北：游撃文化、

2019 年）、頁 139；李永熾「我的學與思」現代學術專刊編輯委員會編『我的學思

歷程』、頁 135。
39	 『福澤諭吉社會思想之研究』（台北：國立臺灣大學文學院、1968 年）；『日本的

近代化與知識份子』（台北：水牛出版社、1971 年）；『從江戸到東京』（台北：

合志文化事業、1988 年）；『日本近代史研究』（台北：稻禾出版、1992 年）など

がある。後述の前近代史を対象とする通史的書籍である『日本史』を除いて、す

べては専門的著作である。
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のに焦点を絞って日本史を解明しようとする姿勢を終始一貫して堅

持している 40。

また、彼は、修士課程在学中、日本の近代化成功の秘訣が個人の

自主独立にあるという思いに至り、明治維新期の啓蒙思想家である

福沢諭吉を研究対象にした。福沢の「一身独立して一国独立する」

という主張や、自由の精神こそ半開の日本を欧米の文明に接近させ

ることを可能にするという主張に共感した 41。その後、日本留学期

間中（1967～69 年）、マルクス主義史学の教条主義を非難するに

及んだ 42。むしろ彼が共感していたのは「近代主義」史家であった

が、近代主義とは戦前の日本社会のあり方を鋭く批判しつつ戦後改

革の方向を提示しようとする思潮であり、彼はその代表格とされる

西洋経済史の専門家・大塚久雄や政治思想史学者・丸山真男などの

研究 43 に傾倒した。それにより、欧米近代社会と対比する形で戦前

日本社会の内部に根付いていた前近代性や伝統を解析しつつ、独自

の判断力と理性的な責任感を持った「近代国民」の形成過程や、政

治的民主化の達成方法といった諸問題について生涯をかけて研究す

ることになった 44。

このような研究姿勢は表 1 の 27 において如実に現れている。同

論文によると、明治維新は、封建的幕藩体制下における大名などの

中間勢力を排除しつつ、国家と個人の直接的連係を本質とした近代

国家を樹立する重要な契機であると見られたが、だからこそこの

40	 李永熾『日本史』（台北：牧童出版、1972 年）、「序」の頁 2。
41	 李永熾口述・李衣雲著『邊緣的自由人：一個歷史學者的抉擇』、頁 139～142。
42	 同上、頁 188～189。
43	 「近代主義」史家の論理については、永原慶二『20 世紀日本の歴史学』、153～

157、178～180 ページを参照されたい。
44	 李永熾口述・李衣雲著『邊緣的自由人：一個歷史學者的抉擇』、頁 190～239。
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連係の形成を導いた廃藩置県には歴史的意義が認められるのだとす

る。これと関連して、幕藩体制から天皇制国家への転換を導いた王

政復古を重視すべきという持論を繰り返し主張している 45。他方、

同論文は、明治維新の洗礼を浴びた日本人であったが、結局、「近

代国民」へは発展できず、天皇の臣民となる他はなかったとも指摘

している。つまり、日本人は「近代国民」として「一身独立」する

ことも、政治的民主化を達成することもできなかったばかりか、そ

れは日本の近代国家化の過程において生じた歪みであったと唱える

のである。その上で、同論末尾で李は台湾が先進国の仲間入りを果

たすには、明治維新から学ぶべきところが多いだろうと結論付けて

いる。この結論に潜んでいる意図は、後述する 1980 年代以降の彼

の言動から窺い知ることができる。

五　�1 9 7 0 年代末以降の台湾の民主化 ・ 「台湾化」 と

いう潮流との関連

表 1 の論文 27 の他、11 及び 29 は、1970 年代末以降の台湾の民

主化・「台湾化」という潮流の中から生まれてきた時代的産物であ

った。年代順から見ると、まず 11 の著者は国立台湾大学法律学科

の憲法学者・李鴻禧であるが、彼は同論文の中で、統治権乱用の阻

止による基本的人権の確保と民主政の運用こそが近代憲法の基本で

あると言っている。その上で、伝統的思想に基づき、日本が欧米の

立憲主義を移植しようとしても、大日本帝国憲法は十分適切に機能

するものではなかったと指摘している。彼の研究の原点は、彼が同

学科在学中（1955～59 年）、天皇機関説事件（1935 年）—天皇

45	 同上、頁 276～277。
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は統治権を持つ法人としての国家の最高機関であるという憲法解釈

学説を提唱した美濃部達吉が、不敬として非難された事件—に

おいて、その攻撃に屈しなかった美濃部の態度に深い感銘を受けた

ことである 46。その後、東京大学の修士・博士課程在学中（1968～

74 年）に美濃部の弟子である蘆部信喜の指導を受けたこと 47 もあっ

て、李は論文 11 において大日本帝国憲法の歪曲性を非難すること

になったのである。

同論の方向性は、彼の研究歴だけでなく、当時の台湾の政治的

状況とも関わっている。1970 年代初頭、中華民国政府は国連脱退

（1971 年）や、ニクソン訪中及び日本との国交断絶（1972 年）な

どに次々と見舞われ、国際的には中国を代表することの正統性、国

内的には台湾統治の正統性が疑われるようになっていた。そこで、

国民党政権により反体制派に対する過酷な政治弾圧や基本的人権の

抑制が断続的に行われる中で、1972 年、行政院長の蒋経国の主導

下で本省人の抜擢・登用を主軸とする本土化政策が進められること

となった 48。党外勢力（非国民党員）の複数にわたる当選や、『台

湾政論』の発刊（1975 年）を通じて民主化を求めていった 49。その

ような状況の中で、李は、憲法の本質や中華民国を含めた各国の立

憲制の実態について、国民党政権と党外勢力のいずれにも向け、出

版という方法を用いて問いただしていったのである 50。また論考 11

46	 李鴻禧「憲法生命的誕生銳變和繭蛹化蛾―耄耄憲法學究德憶夢」現代學術專刊編

輯委員會編『我的學思歷程』、頁 196～202。
47	 李鴻禧『李鴻禧憲法教室』（台北：元照出版公司、1997 年）、頁 24～25。 
48	 若林正丈『台湾の政治―中華民国台湾化の戦後史』、128～134 ページ。
49	 蕭阿勤『重構台灣：當代民族主義的文化政治』（台北：聯經出版、2015 年）、頁

177～178。
50	 「民主憲政與選舉―給政府執政黨與黨外人士之諍言」『法論月刊』第 20 期（1978

年 12 月）；『憲法與憲政的生理與病理』（台北：前衛出版社、1979 年）などが
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もその延長線上に位置付けられるものだったのである。

1979 年末、美麗島事件を契機として、今度は党外勢力が台湾史

の新たな解釈を基礎に台湾ナショナリズムを宣揚し始めた。その

結果、台湾ナショナリズムが高まり、ナショナルヒストリーとし

ての台湾史の研究や、台湾史観が台頭してくることとなった 51。そ

こに民進党結成（1986 年）や戒厳令解除（1989 年）による民主化

の本格的推進も加味され、民主化と「台湾化」は結合されるに至っ

た 52。その結果、台湾史研究の主体性が深化されると共に、日本に

よる植民地的近代化が再評価されるようになった 53。この中で、李

永熾は、それまでに培った学問・知識をもとに、台湾を主体とする

近代国家のあり方を構造的に思索することを試みるに至った 54。前

述の論文 27 の意図は、明治維新における「近代国民」の不在とい

う問題こそが、台湾を主体とする近代国家の形成にあたっては鏡に

されなければならない、という危惧の念を帯びたものだったのであ

る。

要するに、上記 2 名は共に、研究の原点を中国史や日中関係史

ではなく、日本史や日本研究の枠組みに置いていたのだが、その上

で彼らは、明治維新という歴史の中に現れた問題や歪みを剔抉し

つつ、それを鏡として中華民国の立憲制・国民党政権を批判する

のに使っていたのである。一方、王泰升は、論文 29 において、明

ある。その後、彼の中華民国憲法批判論は、出版や政治討論番組での講師といっ

た多元的なやり方に現れている。
51	 蕭阿勤『重構台灣：當代民族主義的文化政治』、頁 291～302。
52	 若林正丈『台湾の政治―中華民国台湾化の戦後史』、154～162 ページ。
53	 王晴佳『臺灣史學五十年　1950-2000：傳承、方法、趨向』、頁 172。
54	 李永熾口述・李衣雲著『邊緣的自由人：一個歷史學者的抉擇』、頁 390～394、

398～453。
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治維新期における西欧の法律の受容過程を分析している。彼は、そ

れまで台湾史研究が軽視され続けてきたことへの不満から、ワシン

トン大学の博士課程在学中（～1992 年）、日本植民地期の台湾に

おいて西欧の法律の受容過程と法律制度の構築・運用方法を探究し

た 55。その後、国立台湾大学法律学科で教鞭を取りながら、主体性

を持った台湾法律史の研究を行うことを目指していったのだが、

29 は日本植民地期の台湾法律史研究という観点から必要な考察だ

ったのである。

六　おわりに

以上のように、戦後、台湾における明治維新に関する言説は、複

雑に交錯した台湾社会のそれぞれの時代状況の中で多面的に構築さ

れていた。戦前に中国大陸において流行した「新史学」に基づき、

中国の国民国家形成を考察する研究潮流が、戦後、外省人第一世代

の来台と共に大陸から移植されてきた。また、国民党政権は中華文

化復興運動を始めとする中国化政策に着手していったが、そのよう

な状況の中で、中国史観が主流を形成し、日本史研究は中国史や日

中関係史の研究者によって行われる傾向にあった。それに伴い、雑

誌の文章や日本通史的書籍から見た明治維新論は、日清両国の改革

の比較や日中文化交流の分析に集中する結果となり、さらに明治維

新を易姓革命と見なし、また対外的侵略と直結させて理解するもの

も少なくなかった。この論理は、近代化論といった新たな研究方法

などを通じて再生産されていた。

また対照的に、1970 年代以降、多様な主題を取り扱った個別実

55	 王泰升『台灣日治時期的法律改革』（台北：聯經出版、1999 年）、「自序」の頁

ⅰ～ⅲ、1～10。
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証的研究が増加する傾向にあったが、他方で同年代末頃より民主 

化・「台湾化」が求められていく中で、台湾を主体とする立憲民主

主義の確立や、近代国民国家と「近代国民」の形成という現実的課

題に即して、明治維新の持っていた問題点を鏡として用いるよう

な、日本研究を原点とする明治維新論も展開された。さらに、中国

史観に代わる台湾史観の台頭に伴い、明治維新を日本植民地期の台

湾史の文脈から探究する研究も注目されるようになっていった。

要するに、戦後の台湾における明治維新論は、中国史観から台湾

史観への転換と連動しながらも、決して二者択一的な視点から進め

られていたわけではなく、むしろ脱植民地化の過程の中に置かれた

中国化と民主化・「台湾化」といった流れが、複雑に交錯した結果

として編成されたものだったのである。

（寄稿：2019 年 9 月 6 日、採用：2019 年 10 月 18 日）
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戰後臺灣關於明治維新的論述之建構

楊素霞

（國立政治大學日本語文學系教授）

【摘要】

本文透過期刊文章及日本通史性書籍，以釐清戰後臺灣關於明

治維新論述之建構過程。因為戰前在中國大陸研究中國的國族國家形

成之潮流，在戰後被引進來臺，再加上中國國民黨政權實施中國化政

策，導致戰後臺灣對明治維新論的分析集中於日清兩國的改革比較及

中日文化交流，並多將明治維新直接與對外侵略聯結。

相對地，在 1970 年代末以來臺灣興起民主化及「臺灣化」浪潮

之情況下，學術界出現以日本研究為原點的明治維新論述，此乃將明

治維新所蘊含的問題，做為當下臺灣所面臨的課題，形成以臺灣為主

體的立憲民主主義及國族國家之借鏡。同時，也有研究者把明治維

新放在日治時期臺灣史的脈絡下探討。故此，戰後臺灣的明治維新論

述，是中國化、民主化與「臺灣化」等浪潮複雜交錯下所形成的結

果。

關鍵字：明治維新、國族國家、中國化、民主化、「臺灣化」
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Constructing Discourses on Meiji Restoration 
in Post-war Taiwan

Su-hsia Yang 
Professor, Department of Japanese, National Chengchi University

【Abstract】

Through the study of academic papers and Japanese history 
textbooks, this paper delineates the process of constructing the 
discourses  on Meij i  Restorat ion in  post-war  Taiwan.  With the 
introduction and trend of formation study into the Chinese nation-state 
during post-war Taiwan and together with the implementation of the 
policy of Sinicization by the Chinese Nationalist Party, the discourses 
on Meiji Restoration in post-war Taiwan had consequently been 
focusing on comparing the reform efforts between Japan and the Qing 
state and on Sino-Japanese cultural exchange, which showed that there 
is a direct link between Meiji Restoration and foreign aggression.

In comparison, during the tides of rising democratization and 
“Taiwanization” in Taiwan from the late 1970s,  a discourse on 
Meiji Restoration originated from the studies of Japan emerged. It 
treated the problems embedded in Meiji Restoration as the lesson 
for contemporary Taiwan, creating a mirror for a Taiwan-centred 
constitutional democracy and nation-state. Meanwhile, some scholars 
discussed Meiji  Restoration in the context of Taiwan history of 
the Japanese colonial period. Therefore, the discourses on Meiji 
Restoration in post-war Taiwan were a result of the complicated 
interplay between the tides of Sinicization, democratization and 
“Taiwanization.”

Keywords:  Meiji Restoration, Nation-state, Sinicization, Democratization, 
“Taiwanization”
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